
送
別
の
辞

鳥

井

正

晴

本
学
教
授
柿
谷雄
三
先
生
が
、
平
成
十
年
二
九
九
八
年
）
三
月
三
十
一
ほ
を
も

つ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
。

先
生
に

「
送
別
の辞
」
を
献
じ
る
に
は
、
私
な
ど
よ
り
も
つ
と
相
応
し
い
先
達
　
　
　
　
　

　
　
が
多
く
を
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o
か
う
し
た
役
目
が
私
に
廻
つ
て
来
た
の
は
、
た
ま
　
　
　
ー

　　
　
た
ま
学
科
の
主
任
で
あ
つ
た
と
い
ふ
巡
り
合
は
せ
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
私
自
身
　
　
　
　
一

　
　　
に
は
、
先
生
を
語
る
に
は
、
そ
れ
に
見
合
ふ
心
の
持
ち
合
は
せ
の
な
い
こ
と
を
恐

　　
　
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
同
縛
に
浅
薄
を
顧
み
ず
先
生
を
語
れ
る
幸
福
を
思
ふ
。

　
　
　
先
生
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
と
し
て
御
着

　　
　
任
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
に
は
本
学
助
教
授
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
本
学
教
授

　
　　
と
な
ら
れ
、
本
年
三
月
の
御
定
年
ま
で
、
実
に
三
十
六
年
間
、
営
々
と
し
て
本
学

　
　　
と
共
に
歩
ま
れ
た
。

　
　　
　
そ
の
間
、
国
文
学
科
主
任
は
も
と
よ
り
、
三
度
の
教
務
部
長
、
二
度
の
図
書
館

”
　
　
長
、
貴
重
図
蓄
資
料
専
門
委
員
代
表
、
相
愛
学
園
評
議
・
。
貝
な
ど
の
要
職
を
歴
任
せ



送別
の
辞

ら
れ
、
ま
さ
し
く
相
愛
女
子
短
期
大
学
の
大
学
た
る
礎
を
築
く
に
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
は
れ
た
。
先
生
の
足
跡
は
、
同
時
に
我
が
相
愛

女
子
短
期
大
学
の

足
跡
でも
あ
る
。

　
先
生を
語
る
に
、
「
春
曙
文
庫
」
、
貴
重
図
書
資
料
室
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
「
春
曙
文
庫
」
の
誕
生
と
、
貴
重
図
書
資
料
室
の
開

室
は
、
田
中
重
太
郎
博
士
の
薫
陶
を
得
ら
れ
た
、
柿
谷
先
生
の
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
し
て
初
め
て
実
現
し
得
た
も
の
で
あ
る
。

「春
曙文
庫
」
の
学
と
し
て
持
つ
意
義
の
大
き
さ
は
、
広
く
国
文
学
界
に
知
ら
れ
る
に
至
つ
て
い
る
。

　
京
極
為
兼
の

叙
景
歌
の

特質
は
、
細
や
か
で
清
澄
で
気
品
の
あ
る
も
の
だ
と
云
へ
る
。
ま
さ
に
先
生
は
、
為
兼
の
叙
景
歌
の
そ
れ
の
如

く
、
細
や
か
で
清
澄
で
気
品
の
あ
る
端
正
な
「
学
校
の
模
範
教
科
書
」
の
や
う
な
御
仁
で
あ
ら
れ
た
。
私
の
知
る
先
生
は
、
そ
れ
程
長
く

は
な
い
の
だ
が
、
最
近
、
益
々
も
の
静
か
に
端
正
に
な
ら
れ
た
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　こ
の
と
こ
ろ
、
会
議
の
多
い
国
文
学
科
は
、
「
会
議
学
科
」
と
名
称
変
更
し
て
し
か
る
べ
き
と
思
ふ
わ
け
だ
が
、
そ
の
会
議
の
席
で
、
し
　
　
　
一

た
り
顔
に
我
が
大
学
の
将
来
構
想
を
語
る
我
々
の
暴
言
を
、
先
生
は
、
し
か
し
静
か
に
聴
い
て
を
ら
れ
る
、
深
い
御
思
索
と
広
い
御
実
績
　
　
　
2

を
蔵
さ
れ
た
静
謡
な
眼
差
し
を
も
つ
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
先
生
の
こ
と
を
語
ら
う
と
思
へ
ば
、
い
く
ら
で
も
語
れ
る
気
が
す
る
が
、
そ
ん
な
甘
い
言
葉
で
送
ら
れ
て
は
、
「
か
な
ひ
ま
せ
ん
ね
」
と

云
ふ
苦
笑さ
れ
た
先
生
の
京
説
り
の
言
葉
が
、
聞
こ
へ
て
き
さ
う
で
あ
る
。


